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将来を思い描く１週間
　先日行われた文化祭では、多くの保護者の方に来ていただき、有意義な一日を過ごすことができ

ました。３年生の合唱は本当に素晴らしかったですね。やはり先輩方の歌声には圧倒されますし、

感動を覚えます。１年生もよく頑張りました。ステージの上で堂々とした姿を見ていただくことが

できたと思います。

今週の予定

11月6日(火)

11月7日(水)

11月8日(木) キャリアメッセージ ２年：大学体験『知の冒険』

11月9日(金)

11月12日(月) 総合：キャリア学習

キャリアメッセージ
　後期がスタートしたときにも少し伝えましたが、後期は１人１人が進路について考える時期です。

進路と言っても高校をどうするかといった話ではなく、１年生ではもっと先のことについて考えて

もらいます。少し大げさに言うなら「生き方」を考えるということです。	

　自分が将来自立し、１人で社会を生きていくときに、どのような生き方をしているのか。そして

そのために今ここから何をすべきかを考えていく学習を「キャリ学習」といいます。今週はそのキッ

クオフイベントである「キャリアメッセージ」が行われます。	

　キャリアメッセージでは、実際に社会で働いておられる８名の講師の方にお越しいただき、実際

にどのような仕事をされているのか、またその苦労ややりがい、そして中学生の私たちへのメッセー

ジなど多くのお話を聞くことができます。将来について思い描くときに、実際に働いておられる方

の話を聞くというのはとても有意義なことです。

キャリアメッセージの講師のみなさま

１年A組 A	
講	
座
⾕⼝⿇有⼦	
中畑 太⼀

弁護⼠法⼈TNLAW⽀所	
⿃取総合法律事務所

１年C組 A	
講	
座
⼤⾕ 祐輝 ⼤⾕養蜂場

B	
講	
座
太⽥ 匡彦 医療法⼈	

さとに⽥園クリニック
B	
講	
座
渡辺 流為 株式会社	

LASSIC

１年B組 A	
講	
座
辻中 孝彦 ⿃取県⽴	

⿃取⻄⾼等学校

１年D組 A	
講	
座

吉⽥ 智 有限会社	
トータルフィット

B	
講	
座
盛⼭ 俊平	
佐野 裕治

⿃取市役所	
経済･雇⽤戦略課

B	
講	
座

⽊下 ⼤ kafka	design	
カフカ デザイン

敬称略



キャリア学習『勤労と私』
　キャリアメッセージを迎えるにあたり、今日は学年集会をひらきました。働くことの意義に付い

て考えました。私たちの周りには数え切れないほどの仕事があります。そしてそれらの仕事によっ

て私たちの毎日の生活が支えられています。私たちはどれだけ、それらの仕事について理解してい

るのでしょうか。そもそもどのような仕事が私たちの周りにはあるのでしょうか。	

　ある論文によると『今後10年〜20年程度で、アメリカの総雇用者の約47％の仕事が自動化される

リスクが高い』との予測が立てられているそうです。また日本でも人工知能やロボット等による代

替可能性が高い職業なども公表されています。ロボットやAIの技術が日々進化している現代社会に

於いて、将来みなさんが働くことや幸福な生活を送ることをイメージしづらい状況が生まれつつあ

ります。	

　これからの学習では３つの「知る」をキーワードにして学習を進めていくことを確認しました。

１つ目は『仕事を知る』。キャリアメッセージやこれから行う職業調べを通して、世の中にある様々

な仕事について学びます。２つ目は『自分を知る』。自分の長所や得意なことなど客観的に自分を

分析することで将来を考えるきっかけとします。そして最後は『道筋を知る』です。自分と仕事を

つなぐための道筋、つまり上級学校への進学や資格取得など、より具体的に自分の興味関心のある

仕事を自分とをつなぐ学習をしていきます。また今回の学習の区切りとして進路希望調査も行いま

す。	

　今日からの学習は１つのファイルにとじていきます。学習の歩みを保護者の方にも知っていただ

けるような形にしていきたいと思います。みなさんの周りには多くの「社会人」がおられます。こ

れからキャリア学習に取り組む上で、普段から仕事内容や働くことの大変さ、やりがいなどについ

て話す機会を持っておくと、今後の学習にも参考になることも多いと思います。また普段から周り

を意識して見ると、私たちの知らない多くの職業に気付くこともあると思います。普段以上に「世

の中」に関心を持って生活してみましょう。

文化祭合唱コンクール

１年A組 １年B組

１年C組 １年D組

それぞれの学級が思いを込めて歌い上げることができました。指揮者･伴奏者のみなさんもよく頑張

りました。それぞれの努力に精一杯の拍手を送りましょう。


